
※開催時間などは、各集落まちづくり役員にお問い合わせ願います。

地域の行事

◆9 月
　        3 日　「お宝めぐり in 塩野町」　
　　　10 日　敬老会 ( 塩野町 )
　　　16 日　PTA 登山道整備（新保岳）
　　　17 日　敬老会 ( 早稲田・大須戸・本小須戸）
　　　20 日　小学校登山（新保岳）
　　　21 日　猿沢保育園運動会
　　　23 日　蒲萄大運動会 ( 蒲萄グラウンド )
　　　 中旬　敬老会 ( 原小須戸 )
　

◆10月
　　   12 日　小学校マラソン記録会
　　　15 日　松岡集落神楽
　　　21 日　中学校文化祭
　　　22 日　あさひまつり（みどりの里周辺）
　　　25 日　塩野町集落神楽
　　　28 日　小学校展覧会
　　　29 日　大須戸集落神楽
　　　  下旬　早稲田収穫祭

◆11月
　　    ３日　朝日駅伝大会
　　　  5 日　蒲萄集落敬老会
　　　12 日　秋の大収穫祭 ( 小学校体育館 )

◆12月
　　　 １日　猿沢保育園おゆうぎ会
　　　10 日　オサトサマ（塩野町公民館）
　　　　　　注連縄奉納 ( 小須戸 ・ 大須戸 )
　　　 上旬　荒沢集落収穫祭 ・ 注連縄奉納
　　　　　　( 白山神社 )
　　    下旬　ぶどうスキー場オープン予定

編集後記
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　地域の皆様、お盆には御先祖様、帰省した兄弟姉妹・親
戚等で賑やかに過ごした事と思います。塩野町の子供神輿・
仮装盆踊りも大勢の皆様に参加していただき、大盛況に終
わることが出来ました。
　秋と言えば、スボーツと実りの秋です。私も、ツール・ド・
三陸海岸、陸前高田・大船渡を目指しロードバイクで汗を流
し、地元の大洋盛と〆張鶴を片手に実りの秋を満喫したい
と思っています。それでは、地域の皆様ご一
緒に「乾杯 !!」あまりにも、美味しいので飲み
すぎ・食べ過ぎには、御注意を !!
　　　　　　　　　　（塩野町　小田与司夫）

　地域外へ転出された塩野町地域内出身者で、ご希望の方に当通信を送付します。

ご親戚・ご友人など送付のご用命の方は、協議会役員または事務局にご連絡をお願いいた

します。

地域外転出者へ通信を送付いたします。

Q①趣味は？ → A①養蜂（和蜂）

Q②地区の魅力は？ →  A②小須戸の打ち上げ花火です。8月
14日の集落の盆踊りの後に上げているのですが、今ではメイン
イベントとなり、多くの皆様や企業の方々の協力により年々花
火の数が増えています。

Q③どんな地域になってほしい？ → A③地区の小学校、保
育園が、子供の減少により統廃合され、なくなってしまいま
す。私たちの子供が小さかった頃のように多くの子供の遊ぶ
姿が見られる地域になってほしい。

Q④そのためにどうしたら？ → A④若い人が地元に戻ってき
て結婚や子育てしやすい地域作りをする。言う事は簡単ですが、
それが一番難しいことです。みんなで頑張りましょう。実現に向
かって‼

Q⑤地域のおすすめスポットは？ → A⑤松木田橋から見る
大須戸川。夏の鮎釣りが解禁になると、橋の下流では、釣り
人が毎日のように、釣りを楽しむ姿が見られます。また、秋
から冬にかけて鮭の遡上が見られます。

Q⑥好きな郷土料理は？ → A⑥「わさび」（わさびの葉と茎
を使った料理）

Q⑦バトンを渡す次の人は？→ A⑦友人の奥様である塩野町
の小田ちよ子さんを紹介します！

地域のお宝箇所
スクラムネット観光部会から

蒲
萄
鉱
山

　蒲萄鉱山は、平安時代（801 年）に発見されたとい

われ、純度の高い鉛と亜鉛等を産出し、戦国時代、本

庄繁長が火縄銃の弾丸に蒲萄の鉛を使っていたと伝わっ

ている。江戸時代、佐渡金山での金の精錬に、高品質

の蒲萄の鉛が使われていたとの記録が、佐渡の金山奉

行所にある。使用された鉛は、４万貫（150トン）にも上っ

たそうである。

　また、蒲萄では亜鉛鉱石を砕き、床の間の壁などに

塗り込んだ。それは、キラキラしてとてもきれいなもの

であったそうだ。

　しかし、悠久の時を刻んだ蒲萄鉱山も採算が合わなく

なり、惜しまれながら昭和３５年に閉山した。

　　　　　　　　（原小須戸　渋谷直喜）

POST
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富樫　稔さん （本小須戸）
とがし    　 みのる

Q&Aによるリレー人物紹介

〜
蒲
萄
〜

まちづくりの輪
Vol.10

　７月７日に猿沢保育園で「ふれあい交流会七夕の集い」

が開催され、塩野町集落と猿沢集落の「地域の茶の間」

の方々が園児たちと交流し、ふれあい遊びなどを楽しみ

ました。

　塩野町保育園の閉園に伴い、この 4 月から猿沢保育園

へ通っている「おらだり」の子どもたち。元気に園での

生活を楽しんでいるようです。

　参加したおばあちゃんたちからは「こんなに笑ったの久
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塩野町地域まちづくり協議会

保育園にて『ふれあい交流会』が
開催されました

しぶり」「これからもまたが

んばれる」との言葉も。子ど

もたちは地域の「希望の種」ですね。「ふれあい交流会」

の名のとおり、素敵な七夕の再会となりました。

　平成 31 年度には、小学校の統合を控え、猿沢・塩野町

地域同士も、同じ学校を有する一つの学区になります。お

互いの特色を生かしつつ、共に手を携えて「希望の種」た

ちを育んで行かなければなりません。まちづくり協議会も、

地域の交流のため、協議会同士の連携を見据えて検討を重

ねていきます。

この様子は、塩野町地域まちづくり協議会の HP でも紹介し
ています。　

塩野町地域まちづくり協議会　検索  をクリック！

QR コードはこちら

　梅雨明け前でしたが、天気に恵まれた７月１４
日に、早稲田天王様子どもみこしが巡行されました。
　夕方４時のお祓い前から楽しみにしている子どもたちが集まり、白山神
社は賑わっていました。江見神主様によるお祓いを無事に済ませ、太鼓
の音と子どもの「ワッショイ」の掛け声と共に、子どもみこしは出発しま
した。法被姿に汗をにじませ、３回の休憩をとりながら、集落内を子ど
もたちが２時間かけて元気に歩きました。
　私が子どもの時と比べると、子どもの数も減り、みこしも３基から２基
になりましたが、楽しみにしている子どもと、沿道に声を掛けに出てくだ
さる集落内の人たちの気持ちは、今も昔も同じ。これからも天王様を盛
り上げる子どもみこしが続いていくことを願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（早稲田　相馬千恵子）

早稲田集落
天王様 子どもみこし

秋の大収穫祭秋の大収穫祭
～おいしい季節がやってきました。地域のごちそうを召し上がれ！～

と　き
11月12日（日）
10時から13時30分まで

※前売りチケットが必要です。数に限りが
ありますので、集落回覧中の申込票にて、
お申し込みください。（お問い合わせ：
協議会事務局　TEL 72-6881）ところ：塩野町小学校体育館

原小須戸のお盆のイベント
　昨年までのお盆行事は、前々公民館長さんのご厚意で、山のへりにある池で十数
年間「ニジマス釣り大会」を行っていましたが、今年は新しい企画ということで、「そ
うめん流し」を行ってみました。当日は幸い天候にも恵まれ、幼児から高齢者まで
多数の参加があり、皆さんからおいしいとの声が上がりました。そうめんだけでは
栄養が偏る？のではないかと思い、焼き肉とホルモン焼きも添えたところ、大変好
評でした。来年からも皆さんの意見をお聞きし、大勢に参加してもらえる
企画にしていきたいと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（原小須戸　渋谷直喜）
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　Ｈ24～ 27年度まで４年間にわたり実施した「お宝再発見事業」にて、各集
落を歩いて見聞きしたことをちりばめて作成した「マップ」が、『しおのまち図』
の大元になっています。つまり、案内人をはじめ歩いてくださった方々が、そ
こかしこに埋もれている情報を目に見えるところに引き出してくれたのです。
ほぼ１年間の編集期間を経て、６月３０日に発行しました。

　この『しおのまち図』は、みんなでのぞき
こめるよう、一枚ものの地図の形で作成し、
持ち運びやすいサイズとしました。地域の伝
承は、「こんだごど、若いしょはおもしょがら
ねし…」という思い込みで、人の口に上ること
も少なく、文字にしただけでは、途絶えてしま
うことが多いそうです。ぜひ、マップを開いて、
そして、ご家族やお知り合い、子どもたちとで
語り合ってください。語り合ってこそ、訪れて
こそ、新たに人の記憶に刻み込まれ、残ってい
きます。あなたが、地域の記憶の、伝承の担
い手です。

　マップに載りきらなかった箇所・伝承もまだまだあります。「こん
な言い伝えも知ってるよ！」という人がありましたら、どしどし事務
局までお寄せください。
　この「お宝再発見事業」の目的は「郷土愛や誇りの醸成」と、「コミュ
ニティビジネスに結びつけること」です。地域へのお客さまに、「こ
こにはこんないわれが…」とご案内できる日も、近いのかもしれま
せん。

朝日支所地域振興課自治振興室にて、一部 200 円で販売しています。郵送
での販売も行っております（送料をご負担いただきます）。

◆問い合わせ先…〒958-0292　村上市岩沢 5611　（Tel0254-72-6881）
朝日支所 地域振興課　自治振興室内　塩野町地域まちづくり協議会事務局

完成しまし
た！

　塩野町地域に移住して早いもので１年半が経ち、ここでの暮らしに
も慣れ、知っている顔も増えて毎日楽しく過ごしております。
　ここに住むことが非日常から日常に変わり、住む前と実際住んでか
らでは見えてくる景色が全然違うことを知った一年半でもあります。
最初の一年は出来る限り様々な行事に参加させていただき、この地域
の暮らし、文化、風習、食等を学ばせていただきました。
　感じたことは、田舎は意外と忙しいということです。のんびりした
イメージとは違い、休みの日は行事や人足があります。また、古い家
や黒塀の風情、夕暮れの田んぼなど、「いいな」と思う風景が多々あり、
写真や映像で撮ってみると、よく分かります。
　２年目はインプットしたものをアウトプットしてゆくような形で、
動画、印刷物、楽曲等のコンテンツにまとめて今後のブランディング
や新しい展開に結びつける為の動きをして行きたいと思います。また
今年の大須戸サクランボ祭りをプロデュースさせてもらい、地域の皆
さんに協力していただき新しい試みをし、例年の３倍程の集客ができ
たことは、この地域の底力を目の当たりし、また大きな自信にも繋が
りました。磨けば輝く原石がこの地域には沢山あると思います。

塩野町地域のお宝マップ しおのまち図

　「なにもない」のではなく、「目に見えないものがた
くさんある」のが、私たちのこの無二のふるさとです。
　子どもたちにとっても、自分と地域と、そして周りの
人々との結びつきを知ることで、将来遠くへ、いわゆ
る「旅」に出ても、地元の大切な人たちを思い出して
くれるような、帰りたいと思えるふるさとであってほし
いと、まちづくり協議会は考えます。「しおのまち図」
をそのきっかけのひとつにしてください。

Shionomarch地域おこし協力隊・髙橋直人の

「協力隊通信 Shionomarch」は今回から、まちづくり通信にて連載でお届けします！　

Vol.4

　『しおのまち図』を活用したまち歩き第 1 弾を、９

月３日（日）に、塩野町集落で開催しました。

　案内人の話から出題される集落にちなんだクイズを

解きながら歩き、普段、改まって集落のお話を聞くこ

とがないという子どもたちも案内人の話に興味津々。

　ゴールの後は、マップづくりと、集落の方が準備し

てくれたおいしい昼食を頬張りました。最後にはみん

なで、心に残ったことを発表し合い、参加した大須戸

の中山莉央さんは「普段見ているものに、みんな意味

があることに驚いた」と感想を述べてくれました。「ま

た来たい！」と嬉しい言葉も。

　この企画は引き続き行います。今度はまち歩

きか、それとも…？

　どうぞお楽しみに！

　８月２０日（日）、朝日多目的グラウンドで開催さ
れた第 36 回ジュニアスポーツ大会（ソフトボール）
に、塩小の４～６年生有志で構成された「塩小ソル
ジャー」が出場し、Ｄブロック準優勝という成績を修
めました。
　子ども 11 名とお母さん２名が選手として出場、集
まった保護者らも熱い熱い声援を送りました。２回
戦には、最終回で７点を奪取する猛追で、勝負を延
長戦に持ち込むなど選手の頑張りと笑顔が光りまし
た。練習時間の確保
や練習に立ち会える
人員の調整がなかな
か大変だったとのこ
と。塩小として出場
できるのは、来年が
最後です。

　地域の皆さ
んのますます
のご協力・応
援をお願いし
ます！

「塩小ソルジャー」準優勝！『お宝めぐりin 塩野町』を開催しました

料理教室

東泉寺で活動報告

さくらんぼ祭り
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